
令 和 ３ 年 1 1 月
地域振興課くらし安心室

災害に備えて



稲毛区で想定される主要な災害

・地 震
・風水害
・土砂災害



全 般

首都直下地震は、今後３０年以内に発生する
確率が７０％と切迫性が高く首都圏のどの地域
で発生してもおかしくない。地震規模はＭ７．
３、千葉市内における最大震度は６強と想定さ
れている。

被害想定（冬５時発生、風速8m/sの場合）

稲毛区 千葉市

死傷者
死者 230 1,130

重軽傷者 1,550 7,990

避難者数（１日後） 33,760 182,530

全壊・焼失
棟数

揺れ 3,450 17,140

液状化 10 270

火 災 210 980

全壊・焼失棟数合計 3,670 18,390

半壊棟数 4,730 26,880

ライフライン
支障率

（１Ｗ後）

上水道 51% 44%

下水道 4% 2%

ガス 42% 40%

電気 1% 1%

地 震

千葉市地震ハザードマップ（29年3月）
（千葉市直下地震を想定）



風水害（草野水路）

浸水地域
（浸水被害家屋から推定）

・草野水路（草野都市下水路）は稲毛区内を東京湾に向
けて流下する水路

・平成２２年（台風９号）及び平成２５年（台風２６
号）時に氾濫、床上及び床下浸水が８０戸程度発生

・台風接近時等被害が予測される場合には、近隣避難所
２か所（稲毛公民館、稲毛中）を開設



土砂災害

 土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）
急傾斜地の崩壊等が発生した場合には住民等の生命又は身体に

危害が生ずるおそれがあると認められる土地の区域

⇒土砂災害の恐れがある区域

●不動産取引時の重要事項説明書に記載の義務

（建築制限などはない）

 土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン）
警戒区域のうち、急傾斜地の崩壊等が発生した場合には建築
物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずる
おそれがあると認められる土地の区域

⇒土砂災害警戒区域の中で、建築物に損壊が生
じ、住民に著しい危害が生じる恐れがある区域
●不動産取引時の重要事項説明書に記載の義務
●特定開発行為の制限 →（主に開発会社等）
●建築物の構造制限 →（個人の住宅）
●移転勧告 土砂災害（特別）警戒区域の図

土砂災害警戒区域
（イエローゾーン25箇所）

土砂災害特別警戒区域
（レッドゾーン・19箇所）



災害に備えた準備



① 危険な場所を知る

・千葉市地震・風水害ハザードマップ（WEB版・PDF版）
地 震＝揺れやすさ、液状化・急傾斜地崩落の危険度等
風水害＝洪水・内水・高潮の浸水等
共 通＝指定避難所や土砂災害警戒区域等



① 危険な場所を知る

・ちばICT防災マップ
道路冠水履歴、建物等浸水履歴、避難所・避難場所、低位
地帯、浸水想定（河川）、土砂災害警戒区域、アンダーパ
ス）を閲覧できます



① 危険な場所を知る

・ちば情報マップ（防災情報）
土砂災害警戒区域等、津波・洪水・高潮浸水区域が分かる。
基礎調査予定箇所（ピンク色・土砂災害警戒区域になりそうなところ）
はこのマップで確認！



② 自宅を補強する（けがの防止）

・耐震化（1981年6月）・家具の固定・ガラス飛散防止
・照明の確保（懐中電灯、人感センサーライト）

資料：熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会報告書 参考：阪神大震災による建造物の損壊と負傷に関する実態調査



③ 自宅に備蓄品を用意する



④ 情報を取得する

千葉市の情報取得はテレビの報道よりもアプリ・メールの活用が有効です！

最も必要な千葉市の情報はテレビから間接的に得るのでなく千葉市から直接
取得しましょう！

令和元年台風１５号で配信された情報

計画運休 気象・土砂災害警戒

避難勧告 避難所（ペット含む）

停電 下水道使用自粛依頼

ブルーシート配布 お風呂開放

学校開放（洗濯等） 住宅相談受付

市営住宅提供 修繕トラブル注意喚起

り災証明書発行 休日開庁



最後に

日頃から物心両面の備えを万全にしておき
ましょう。
まずは自分と家族の安全確保から！

阪神大震災を機に大規模災害時
における「公助の限界」が明らかに
なり、自助・共助の重要性が広く認
識されるようになってきている。


